
（様式第４号） 上田市消防委員会 会議概要

１ 審 議 会 名 上田市消防委員会

２ 日 時 令和 ４年１２月１日 午後 １時３０分から午後 ３時００分まで

３ 会 場 上田地域広域連合消防本部 ３階大会議室

４ 出 席 者 池田副会長、上原委員、小相沢委員、清水委員、廣川委員、箱山委員、堀内(健)委員、
堀内(正)委員、宮川委員、宮阪委員、宮﨑委員

５ 市側出席者 堀池消防部長、西澤消防総務課長、長谷川消防団担当政策幹、

山田危機管理防災課長、髙橋消防総務課長補佐、峯村消防総務課長補佐、

金井危機管理防災担当係長、福澤上田市消防団長、沓掛上田市消防団副団長、

宮原上田市消防団副団長、山岸上田市消防団副団長

６ 公開・非公開 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開

７ 傍 聴 者 １人 記者 ０人

８ 会議概要作成年月日 令和 ４年１２月 ２日

協 議 事 項 等

１ 開 会（消防総務課長補佐）

２ 議事

（１） 第３回委員会の審議概要の確認について ・・・・・（資料）

・西澤消防総務課長から資料に添って説明

・以降、協議

〇 質疑等なし。

（２） 答申（案）について ・・・・・（答申（案）及び答申資料編(案)）

・峯村消防総務課長補佐から答申（案）について説明

・以降、協議

（委 員） 答申書は機能別の話が先に来ているが、基本団員を増やすことが重要であると、私と宮島会長

が何度も言ってきていることだが、基本団員を確保する取り組みを行うことと、退団者の状況が

令和に入って増えているこの原因を究明することが必要である。

答申には、基本団員を確保すること、これを入れなければならない。それから退団者を増やさ

ないために早期退団に繋がらないよう消防団のやりがい作りや、高齢の方まで活動できる組織体

制の見直しをすること。さらに消防団の魅力度をアップさせる必要がある。

それから自治会等との連携を強化して勧誘をしていただきたい。

また、団員は被用者が多いことから、企業の理解を得るとともに企業の消防隊の協力も検討し

なければならない。

とにかく退団者を増やさないようにしてほしい。

（消防団） 消防団として幹部の教育を現在行っている。また、先日仕事で、看護専門学校で講義をしてき

たが、消防団のことを知らない人は多い。消防団として今後も基本団員確保に努めていく。また、

団員不足の件は商工会議所でも話をしており、今後も実施予定である。

女性団員についてだが、１１月２７日に開催した音楽隊定期演奏会に長野大学の方が１３人参

加してくれ、そのうち１人が入団となった。今後も団員確保に努めていく。

（事務局） それでは、委員からの御意見について答申書（案）を修正したものを作成し、後日、正副会長



に御確認いただくので正副会長に御一任いただけますか。

（委 員） 異議なし。

〇協議結果：答申（案）を修正し、正副会長が確認後、答申を行う。

３ その他

（１） 幼少期からの消防防災教育について ・・・・・（資料番号３）

・峯村消防総務課長補佐から資料に添って説明し、委員からアイディアを出していただく。

（委 員） ２点お願いする。

まず１点目だが、消防団が団員募集のポスターを作成しているが、１８歳未満の人が見て１８

歳になったら消防団員になれると思うようなポスターを作っても良いのではないか。そういうポ

スターを作って小中高等学校に掲示すればよいと考える。

親も消防団を知らない人がいるので学校に掲示することは効果があるのではないか。

２点目は、高校生に普通救命講習を受講してもらい、受講後には修了証を発行するようにして

はどうか。私は高校生の救命講習の受講は良い事だと思うし、やった方が良いと考える。

（消防団） 団員募集のポスターについては、合併後に各分団を知るために始まったもので、分団によって

は学校に掲示してもらっているところもある。

（委 員） 子供向けのＰＲポスターを作ってはどうか。

それから、消防署員や消防団員が着ている防火服や法被などの説明も必要だと考える。

（消防団） 現在上田市内の小学校で使用している教科書の中に、火事の話が出ているが、そのうち消防団

のページは２ページしかない。消防署の見学はあるが、分団の見学は無い状況である。

（委 員） ドローンについてだが、配布いただいた消防年報を見ると受講済みの人が５３人いるとのこと

だが、ドローンは現在様々な用途に使われている。

幼少期の消防防災教育として、学校の避難訓練飛行を見せるというのも良いのではないか。

（事務局） ドローンの受講済みの者は広域職員の人数です。航空法の関係もあり、状況により飛ばせない

こともあるが、参考にさせていただきます。

本日お出しいただきましたアイディアは参考にさせていただきます。なお、今後も幼少期の消

防防災教育についてアイディアがありましたら、事務局又は、地域の分団にお伝えください。

（２） 自主防災組織と消防団の連携について ・・・・・（資料番号３）

・峯村消防総務課長補佐からに資料に添って説明し、委員からアイディアを出していただく。

（委 員） 自主防災組織の訓練は消防団がやるのか、自治会がやるのか、それとも市がやるのか。

（事務局） 上田市には２４１の自主防災組織があり、訓練は各自主防災組織で行い、年間約１５０件の訓

練報告がある。

（委 員） 実施しない自主防災組織はあるのか。

（事務局） まったく実施していないところは把握していないが、毎年自主防災組織リーダー研修を行い、

研修に自主防災組織のリーダー、大体が自治会長だが参加いただき訓練について周知していく。

（委 員） 訓練の必要性の話を聞けば実施しなければと感じるが、実際には行われていない。災害が発生

してからでは実施できないので、実施しなければならないと考える。市からアドバイザー等を派

遣して訓練を行うことも検討して欲しい。

（事務局） 危機管理防災課で出前講座も行っているので活用していただきたい。また、県のアドバイザー



も活用できるので、広く周知していきたいと思います。

（委 員） 自主防災組織のリーダーがなぜ訓練を実施できないのかも調べていただきたい。

（消防団） １点報告だが、１１月１９日に自治連の中村会長に講師をしていただき、南部自治連の消防団

との連携の取組みについて御講義いただいた。今後も連携強化に努めていく。

（事務局） 本日お出しいただきましたアイディアは参考にさせていただきます。

なお、今後も自主防災組織と消防団の連携について、アイディアがありましたら、事務局又は、

地域の分団にお伝えください。

（３） その他

委員からなし。今年度最後の委員会のため消防部長、消防団長からあいさつを実施

堀池消防部長あいさつ

委員の皆様大変お疲れさまでございました。本年度は４回にわたる委員会ということで、慎重審議いた

だき、様々な方面から御意見をいただきました。

特に消防団員確保につきましては、なかなかこれといった決め手は無いわけですが、地域の防災力に直

結する問題でございますので、上田市といたしましても重要課題として取り組んでおりますので、引き続

き御意見御要望をいただきたいと思います。

本課題についてしっかりと取り組んでいきたいと考えておりますのでよろしくお願いします。

委員の皆さんの御健勝とますますの御活躍をお祈り申し上げまして簡単ではございますが挨拶とさせ

ていただきます。大変ありがとうございました。

福澤消防団長あいさつ

令和４年度の消防委員会ということで、皆さんの大変貴重な時間を割いていただき、上田市消防団に貴

重な御意見をいただきまして大変ありがとうございました。

１１月９日から秋の火災予防運動が始まり、全団員が地域の安全のために活動させていただきました。

私も色々な事業に参加し、消防団に対する御理解をいただいたところでございます。

一つは、浦里小学校の火災から１０年の記念講演に私も参加させていただき、当時のことを地域の皆さ

んや、学校関係者の方が振り返りを行いました。

やはりあのようなことは自分が当事者でないと、なかなかその思いというものは上手く伝わらないのか

なと思うのですが、いつ何時このような災害が起きるか分からないので、私たち消防団員が日頃から訓練

を積み重ねて地域を守り、自分の安全、又は隊の安全を守るための訓練をしていかなくてはならないと、

改めて感じたところでございます。

今回、私も様々なイベントに参加させていただいている中で、本当に消防団がまだまだ地域の皆さんに

理解がいただけない部分があると感じ、寂しく思いました。これは、私がもっと出てアピールしていかな

ければならないと感じましたので、活動した振り返りをしっかり行い、今後の消防団活動に活かしていき

たいと思います。

本日も、１０時２４分に傍陽地区で建物火災が発生し、現在も消防団員５５人が平日にもかかわらず活

動中です。いろんな面で消防団活動が厳しいと言われていますが、地域を守るという志を持った若い人達

がいますので、是非これからも消防団は心を一つにして上田市民のために努力していきたいと思っており

ます。

委員の皆様には、どうか引き続き上田市消防団に御声援をいただければと思います。今回皆様には、大



変お世話になりましたことを、この場をお借りし感謝申し上げます。大変ありがとうございました。

４ 閉会（消防総務課長補佐）


